
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    《メールアドレス》 

akito@kdr.biglobe.ne.jp 

落
ち
、
お
宅
は
有
利
で
は
…
」
と
言
わ

れ
ま
し
た
。
し
か
し
直
後
の
世
論
調

査
で
民
主
党
の
支
持
率
は
微
増(

Ｎ

Ｈ
Ｋ)

し
ま
し
た
▼
こ
れ
を
ど
う
見
る

の
か
。

月

日
市
民
会
館
小
ホ
ー

ル
で
開
か
れ
た
「
対
話
演
説
会
」
で
、
日

本
共
産
党
の
笠
井
亮
衆
議
院
議
員

(

比
例
東
京
ブ
ロ
ッ
ク
予
定
候
補)

は
、

「
自
公
政
治
を
変
え
た
い
と
い
う
国
民

の
強
い
思
い
の
表
れ
」と
解
説
し
ま
し

た
▼
私
た
ち
は
政
治
を
動
か
す
の
は

「
国
民
の
力
」
だ
と
考
え
ま
す
。
参
院

選
で
日
本
共
産
党
は
議
席
を
後
退

さ
せ
ま
し
た
が
、
自
公
政
治
「
ノ
ー
」
の

国
民
の
審
判
は
「新
し
い
政
治
プ
ロ
セ

ス
が
始
ま
っ
た
」と
評
価
し
歓
迎
し
ま

し
た
▼
持
ち
出
し
た
の
は
ど
ち
ら
か
は

と
も
か
く
、民
意
を
裏
切
る
「大
連
立
」

の
話
に
乗
り
、
海
外
派
兵
恒
久
法
ま

で
持
ち
出
す
民
主
党
に
「
危
う
さ
」
を

抱
き
な
が
ら
も
、野
党
第
一
党
に
し
ゃ

ん
と
し
て
ほ
し
い
と
思
う
人
は
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。そ
う
し
た
有
権
者
の
心

根
を
見
誤
っ
た
小
沢
代
表
の
誤
算
で

「
大
連
立
」
は
壊
れ
ま
し
た
▼
「
国
民

の
力
で
政
治
が
動
く
時
代
」の
胎
動
で

す
。強
行
採
決
オ
ン
パ
レ
ー
ド
の
国
会

情
勢
も
一
変
し
ま
し
た
。
一
年
の
収

め
の
月
、
新
し
い
年
へ
の
「
展
望
」
が
膨

ら
む
の
も
連
日
続
く
澄
ん
だ
冬
晴
れ

の
せ
い
だ
け
で
は
な
さ
そ
う
で
す
。(

Ｋ) 

事
務
所
に
「
政
治
談
議
」
に

訪
れ
た
方
が
、
党
首
会
談
に

応
じ
た
小
沢
代
表
を
論
じ
て

「
あ
れ
で
民
主
党
の
評
判
は
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以
前
、
お
知
ら
せ
し
た
京
王
線
平
山
城

址
公
園
駅
前
の
複
合
施
設(

０７
年
８
月
・
ニ
ュ
ー

ス)

は
、
予
定
通
り
来
年
４
月
に
完
成
し
、

出
来
上
が
れ
ば
地
区
セ
ン
タ
ー
、
ホ
ー
ル
、

図
書
館
が
入
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
に

と
も
な
っ
て
、
現
在
の
地
区
セ
ン
タ
ー
の
建

物
・
用
地
は
ど
う
な
る
の
か
、
と
い
う
問
い
合

わ
せ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

市
の
説
明
に
よ
る
と
、
福
祉
施
設
が
完
成

す
る
ま
で
建
物
は
存
続
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の

後
の
跡
地
を
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
か
は
、

駅
前
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
検
討
委
員
会

で
話
し
合
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。 

 

当
面
は
、
複
合
施
設
利
用
者
の
た
め
の

駐
車
・
駐
輪
場
と
し
て
暫
定
整
備
を
お
こ

な
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

な
お
、平
山
城
址
公
園
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
に
つ
い
て
は
、
橋
上
化
に
よ
る
駅
舎
改
良

を
京
王
電
鉄
と
協
議
中
と
の
こ
と
で
す
。 

 

駅
舎
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、駅
前
の
ま
ち
づ

く
り
の
あ
り
方
、
地
区
セ
ン
タ
ー
の
跡
地
利

用
方
法
な
ど
、
駅
の
利
用
者
を
含
め
広
く

情
報
を
公
開
し
、
住
民
の
参
加
を
保
障
し

な
が
ら
計
画
を
検
討
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。 

 

平山城址公園駅前総合施設は４月に完成  
   地区センター跡地は当面駐車・駐輪場に 

北野街道 

請願審査は 12月 13日(木) 
   健康福祉委員会です。 
 

 午前 10時 開会(予定) 

 傍聴は市役所６階、議会事務局に 

申し込めば何方でもできます。 

 大勢の傍聴で審議を見守りましょう。 

 

保
護
者
・
市
民
の
三
万
四
千
の
署
名 

 
 

各
議
員
の
姿
勢
が
問
わ
れ
る
一
二
月
議
会 

 

「
保
護
者
、
市
民
の
意
向
を
無
視
し

て
、
保
育
園
や
学
童
ク
ラ
ブ
が
一
方

的
に
民
営
化
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
」

こ
う
し
た
動
き
を
察
知
し
た
保
護
者

が
声
を
上
げ
、
運
動
を
始
め
て
二
年

が
た
ち
ま
し
た
。 

「
子
ど
も
に
関
す
る
大
事
な
こ
と
を

決
め
る
の
に
、
保
護
者
や
市
民
の
声

を
聞
か
な
い
の
は
お
か
し
い
」と
い
う
声

が
大
き
く
広
が
り
、
方
針
の
凍
結
と

保
護
者
の
参
加
を
求
め
る
請
願
署

名
は
、
市
議
会
史
上
ま
れ
に
見
る
三

万
四
千
筆
を
超
え
る
規
模
に
ま
で

広
が
り
ま
し
た
。 

 

今
回
の
一
二
月
議
会
は
、
議
員
任

期
が
半
ば
と
な
る
た
め
、
次
回
か
ら

は
各
委
員
会
の
所
属
が
変
更
と
な
り

ま
す
。 

 

こ
の
請
願
は
、
健
康
福
祉
委
員
会

で
約
一
年
に
わ
た
っ
て
継
続
的
に
審

査
し
て
き
た
も
の
で
す
。
各
委
員
が

最
後
と
な
る
こ
の
委
員
会
で
、
ど
う
い

う
判
断
を
す
る
の
か
が
す
る
ど
く
問

わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

日
野
市
で
は
い
ま
で
も
保
育
園
が
足
り
ず
、
入
れ
な
い
子
供
が

名(

四
月
当
初
で)

を
超
し
、
児
童
数
が

名
以
上
の
マ
ン
モ
ス
学
童

ク
ラ
ブ
が
８
施
設
に
及
ん
で
い
ま
す
。「
待
っ
た
な
し
」
の
状
況
に
対
し
て

「
公
立
を
民
間
に
切
り
替
え
る
」
と
い
う
方
向
を
基
本
と
す
る
日
野

市
の
方
針
が
本
当
に
正
し
い
の
か
。施
設
を
増
や
す
こ
と
こ
そ
求
め
ら

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
…
。 

 

一
二
月
三
日
か
ら
日
野
市
議
会
が
行
な
わ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で

継
続
審
査
と
な
っ
て
送
ら
れ
て
き
た
三
万
四
千
名
に
及
ぶ
保
護
者
・

市
民
の
請
願
署
名
は
ど
う
な
る
の
か
。
健
康
福
祉
委
員
会
に
所
属

す
る
、
各
議
員
の
最
終
的
態
度
が
問
わ
れ
る
議
会
と
な
り
ま
す
。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  《０８年１月の無料法律相談》 
村松みえ子事務所 午後６時～８時  
     正月休みのためありません    

市役所６階・共産党控室 午後１時～３時 

     １月１０日（木）                         

※予約が必要ですので、お申し込み下さい。 

         村松事務所 ℡582-0504  

         中野事務所  ℡599-3350 

まもなく改修されます 
 平山橋～滝合橋の河川道路と欄干のかさ上げ 

◆教育委員会が東京五輪招致の署名 

 

 盛り上がりがいまいちの東京五輪招致運動。都は行

政機関を動員した「官製運動」を展開しています。都

教育委員会も市町村の教育委員会に対して署名運動へ

の協力依頼をおこない、これに応えて市教委も、小中

高校長宛に職員を対象とした署名協力の通知を出しま

した。 

 東京五輪招致は、世論調査でも 「３分の２が計画の再

検討や中止を求めている」(朝日 07年 3/31付)など、

都民の合意は得られておらず、どれだけの税金が投入

されるのかなど、都民の判断材料も提供されていませ

ん。また「任意」といっても、教育委員会や学校長が

要請し行政機関を通じて集約するとなれば、職員にとっ

ては何らかの圧力となることは明らかです。 11月12日、

村松みえ子都議と共産党市議団は、日野市教育長に対

して「中止」「撤回」を申し入れました。 

 

◆視力障害者とともに高幡不動駅の調査 
 「みんなに優しい高幡不動駅を」の会 
 

 京王線高幡不動駅が改築された際、利用者や地元の

声をまとめ、日野市や京王電鉄と交渉してきた同会は、

11月13日、視力障害者の方と駅の見学を行ないました。 

 交通バリアフリー法では視力障害者はエレベーター

に案内し、エスカレーターの乗り口にはストップの表

示がされています。ところがエレベーターは視力障害

者にとって、付き添い者がいないと使い物にならない

ことが分かりました。昇降ボタンや音も無く開くドア

の位置、入り口と出口の異なるエレベーターなど、健

常者では気がつかない問題が明らかになりました。 

 同会では、これらをまとめて近く京王電鉄に提出し、

改善を求めることにしています。 

河
川
道
路
の
改
修 

  

以
前
こ
の
ニ
ュ
ー
ス(

０７
年
６
月)

で
お
知

ら
せ
し
た
浅
川
右
岸
、
平
山
橋
か
ら
滝

合
橋
ま
で
の
河
川
道
路
の
改
修
が
始
ま

り
ま
す
。
車
道
幅
員
を
四
・
五

メ
ー

ト
ル

と
り
、

歩
道
部
分
を
河
川
側
に
広
げ
一
～
二

メ
ー

ト
ル

程
度
確
保
さ
れ
ま
す
。 

 

一
方
、改
修
に
と
も
な
い
通
り
抜
け
車

両
の
速
度
が
上
が
り
危
険
が
増
え
は
し

な
い
か
と
い
う
懸
念
も
あ
り
ま
す
が
、車

道
の
幅
員
が
広
い
も
の
で
は
な
く
、歩
道

部
分
と
の
分
離
に
白
線
沿
い
に
六

メ
ー

ト
ル

間

隔
で
ポ
ス
ト
コ
ー
ン
を
設
置
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
カ
バ
ー
で
き
る
の
で
は
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
な
お
、
歩
道
部
分
は
カ
ラ
ー
舗
装

と
な
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
平
山
橋
か
ら
南
平
駅
方
面
に

向
か
う
河
川
道
路
の
改
修
も
求
め
ら
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
日
野
市
で
は
川
べ

り
を
遊
歩
道
で
結
ぶ
計
画
が
検
討
さ
れ

て
い
ま
す
。
判
明
次
第
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。 

    

滝
合
橋
欄
干
の
改
修 

 

「
滝
合
橋
の
欄
干
が
低
く
て
危
険
」と
い

う
指
摘
が
地
域
か
ら
出
さ
れ(

０６
年

１１
月
・
ニ
ュ
ー
ス)

中
野
議
員
が
議
会
で

改
善
を
求
め
ま
し
た
が
、改
修
工
事
が

ま
も
な
く
始
ま
り
ま
す
。 

 

今
年
中
に
完
了
す
る
予
定
で
す
。 

 築地の卸売り市場まで買出しに出かけ

る魚屋さん、お寿司屋さんが市内にもい

らっしゃいます。その築地市場を豊洲に移転

させることに、市場関係者や都民の間か

ら「反対」の声が上がっています。 

 私を今年１月、土地の所有者である東

京ガスが東京都に、「弊社としては豊洲

移転は基本的に受け入れ難い」(2000年１月)との文章を提出し

ていた事実を都に認めさせました。 有害物質で豊洲の土壌が汚

染されていることを東京ガスが公表したにもかかわらず、 石原

知事は「築地は狭い」「汚い」と言って豊洲移転にこだわって

います。それは築地の跡地をオリンピックのメディアセンターと

して利用し、さらにその後の再開発事業も視野に入れているか

らと思います。 

 都は、４月の知事選であがった市場関係者や都民の批判の声

に「専門家会議」を設置して、土壌の再調査を行ないました。

その結果、知事も「ぶったまげた」といわざるを得ないような、

環境基準の 1000倍のベンゼンが検出され、東京ガスが土壌改良

した場所からもシアンが検出されているのです。 

 都は、本来、原因者責任として東京ガスが負うべき調査と土

壌改良予算を 670 億円も来年度予算に計上し、都民の税金を投入

しようとしていることも大問題です。引き続き建設・環境委員

会で追及していきます。 

     

日野市民九条の会一周年記念集会 
 12 月 16 日（日）13 時開場 

 日野市民会館大ホール（資料代 500 円） 

 

 記念講演 澤地久枝さん 

      お問い合わせ 中野事務所まで 

             ℡ 599-3350 


